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中学生一日体験入学

東高生紹介 先生紹介 部活動紹介 ＜剣道部・演劇部＞和﨑　結　先生
　（芸術科音楽）

<２年生プレゼンターの声 >
　８月５日（金）に中学生一日体験入学が実施され、中学生とその保護者を含めて約１２８０名の参加があり
ました。２年生のプレゼンターが、１年生の教科の一つ「産業社会と人間」の１年間の流れ、そして、その授
業の中で作成した「ライフプラン」に加えて「東高の一日」を紹介しました。各プレゼンターが所属するプラ
ンの特色も織り込んだ内容でした。
　今年度は新たに、本校の特色であるプランの「プラン体験」講座を実施し、１１のプランがそれぞれの紹介
や実技体験を行いました。これらの授業体験後は、部活動見学に加えて、校内をくまなく見て回れるようにワー
ドラリーも実施しました。
　体験入学に参加した中学生からは、「総合学科について、東高についてよくわかった」という声が多く聞か
れました。また、今年初めて実施したプラン体験については、「自分の将来に役立ちそうな内容ばかりで楽しかっ
た」「自分の学びたいことに特化して学べると感じた」「プランの様子のことを聞けて、自分が入った時のこと
を考えることができた」などといった声を聞くことができました。「福祉プランでは、高齢者対象だけでなく
動物のことなどでも学ぶことができることに少し驚き、さまざまな学び方があることを知り、深く興味をもっ
た」という具体的な声もありました。暑い中、参加いただいた中学生の皆さん、保護者の皆様、ありがとうご
ざいました。

　私は小学校１年生のと
きから、スイミングで選
手コースというところに
入り、ほぼ毎日練習して
きました。今でも部活と
スイミング、勉強の両立
を頑張っています。スイ
ミングの方では西三大会
で１位、県大会では入賞することができま
した。
　勉強の方も計画的に進めることを心掛け
ています。２年生からは美術プランに入り
ました。将来は絵に関係する仕事に就けたら

と思っていま
す。スイミン
グのように毎
日１歩ずつ、
将来のために
頑張っていき
たいです。

　９月 10（土）・11 日（日）の２日間、豊田スタジアムを会場にして「とよた産業フェス
タ 2022」が開催されました。２日間の集客数が１０万人を超える大規模なイベントで、
各企業の取り組みを紹介するブースの他、様々な飲食店の店舗がスタジアムの敷地を埋め
尽くしていました。
　本校生徒は２日目にボランティアとして参加し、吹奏楽部は豊田商工会議所の青年部が
主催している「青年部ステージ」に登場して、ボーイズタウンギャングの『君の瞳に恋し
てる』、Official 髭男 dism の『Mixed Nuts』といったレパートリーを演奏し会場を盛り
上げていました。
　美術部は同じく青年部が主催する「青年部ワクワクランド」で子供対象の様々なブース
運営のお手伝いを行いました。多くの子供たちが各ブースに立ち寄り、落書きコーナーで
美術部員と一緒にお絵かきを楽しんだり、段ボールを使った楽器作りや紙のロケット製作
を行ったりしました。美術部員は子供たちのエネルギーに圧倒される場面もありましたが、
得意の画力を活かしながら積極的にコミュニケーションをとって楽しい時間を提供してい
ました。また FIA 世界ラリー選手権に参加する選手への応援フラッグの制作を任された生
徒たちも、美術プランでの授業で培った技術を駆使してリアルな車体の描写を行い、担当
者の方から絶賛されていました。

　「中学生が真剣に聞いてくれたので嬉し
かった」「プレゼンがわかりやすかったと中
学生が言ってくれた」「頑張ってよかった」

「少しハプニングがあったけど、対応力が身
についたと思う」「回を重ねるごとに、反省
を活かして発表することができ、達成感を
感じた」「あまりこういう場で発表したこと
がなくて不安だったけど、なかなかできな
い経験をすることができた」「中学生に東高
について知ってもらうための場であったが、
自分達で発表していて、今まで知らなかった
東高の魅
力や特徴
を知るこ
とができ
た良い機
会になっ
た」  


